札幌市火葬場・墓地のあり方推進協議会　市民委員
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	性別
	男・女
	生年月日
	大

昭　　年　　月　　日

平　　　（満　　　歳）

	ご住所
	〒

札幌市　　　　区

　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　　－　　　　　　

	勤務先
または
学校名
	電話　　　　　－　　　　　　
	職業
	

	応募動機
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	これまでに、市民活動、地域活動、審議会・協議会などの社会活動などに関わったことがありましたら、活動内容と活動期間をご記入ください。

	活動内容
	期間

	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏面に続く）

	近年、少子高齢化が進むことによって、団塊の世代などの人口の多い世代が寿命を迎えられ、亡くなる方が多い状態が続く「多死社会」が訪れることが避けられない状況です。

この多死社会が訪れることによって、「火葬場が混雑して火葬まで何日も待たされる」「後継ぎがいないためお墓が放置される」「高齢単身世帯が増加する中、孤立死して無縁仏になってしまう」など火葬場や墓地に関する問題が深刻になっていくことが想定されます。
ついては、これらのことを踏まえ、あなたが最も関心を持つ葬送※に関する問題について、その解決に向けたあなたの考えを800字程度でお書き下さい。
※　亡くなってから葬儀と火葬を行い、遺骨を納めたお墓や納骨堂などを管理していく一連の行為のこと
【参考】「札幌市火葬場・墓地のあり方基本構想」（令和２年３月策定）
「札幌市火葬場・墓地に関する運営計画」（令和４年３月策定）
　　　　http://www.city.sapporo.jp/hokenjo/f3seikatu/kihonkoso/index.html

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


· 提出された応募用紙及び小論文は返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

· この用紙に限らず、別紙により提出していただいてもかまいません。
· いただいた個人情報は、選考や結果通知など公募に関すること以外に使用いたしません。
· 委員に選任された場合、氏名を公表することとしております。
